
自
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実
現

社
会
参
画

第６学年 第７学年 第８学年 第９学年

人
間
関
係
形
成

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

目
標

区分目標
　自分と異なる意見もしっかり聞いて、みんなで力を合わせて、楽しい活動
ができるようにする。

区分目標
　異なる意見を比べながら、みんなの合意のもとに決定し、創意
工夫して活動ができるようにする。

区分目標
　多様な意見のよさを生かして合意を作り上げ、決定で
きるようにし、自己の生き方について考えを深めようと
する。

　　　　　特別活動　内容系統配列一覧表

期 Ⅰ期【基礎基本定着期】 Ⅱ期【基礎基本拡充期】 Ⅲ期【発展・充実期】

「学級活動（３）」 児童・生徒が記録し蓄積した（ポートフォリオ型）９年間の『キャリアパスポート』の活用

現在及び将来にわたってよりよく生きるために、自分に合った目標を立て、自己のよさを生かし、他者と協働して目標の達成を目指しながら主体的に行動しようとする態度を養う

※将来の仕事に固執するのではなく、発達段階に合わせた目標や、夢・希望を持たせること

『学級活動（２）』

・基本的な生活習慣の定着

・実態に応じた適切な題材

・繰り返し指導

・家庭と連携しての指導

学級活動（２）

・協力して楽しい学級生活

・問題を自分のものとして真剣

に考える

・具体的な解決方法や目標を決

めて、一定の期間継続して互

いに努力できるようにする

『学級活動（２）』
・人間関係や健康安全食育などに関する悩みの解消

・自己に合った実現可能な解決方法を決め、粘り強く努力する

・日常の生活や学習への適応に関する課題を見出し、自ら意思決

定することができること

学級活動（２）
中学校生活に向け、最

高学年としての自覚を

もつこと

児童会活動

（代表委員）

学校のために働

ける、ボラン

ティア精神

児童会活動（自治的活動の素地）
・学校生活の中から課題を見つける力、

及び課題解決をする実践力

・縦割り活動における、リーダーシップ（6

年）とフォロワーシップ（5年）

・仕事をやり抜く責任感

・主体的に学校全体の充実と向上に係わる

『クラブ活動』 自主的、実践的な活動経験を積ませる
・児童同士で協力し、活動の目標と計画、役割分担を立てること

・学期ごとに反省やふり返りを行い、所属感を高める

①
人
格
の
形
成

②
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者

『学校行事』

・儀式的（6送会）

・健康安全体育的

『学校行事』

・文化的

『学校行事』

・勤労生産奉仕的

『学校行事』

・文化的

（二分の一成人式）

・勤労生産奉仕的

『学校行事』

・儀式的（卒業式）

・遠足集団宿泊的

（宿泊学習）

『学校行事』

・儀式的（卒業式）

・健康安全体育的

・勤労生産奉仕的

『学級活動（１）係活動』

・児童の力で学級を楽しく豊かにすること

・創意工夫しながら、自主的、実践的に取り組む活動を行うこと

『学級活動（１）当番活動』

・学級生活が円滑に運営される

仕事を全員で分担すること

（例）一人一役当番

『学級活動（１）集会活動』

・教師の適切な指導の下、児

童が計画、運営しながら楽

しく充実した学級生活や仲

間をつくる活動を取り入れ

ること

（例）お楽しみ会、スポーツや

文化的な活動

『学級活動（１）学級会』

・全員で協力して楽しく豊かな学級、学校生活にするための議題を取り上げること

・事前に計画委員、教師による議題の精選や設定を行うこと

・役割分担をして輪番で全員が司会グループをする

（学習過程の例）
①問題の発見、確認➡②解決方法等の話合い➡③解決方法の決定➡④決めたことの実践➡⑤ふり返り➡次の課題解決

『生徒会活動』 ※学習過程の例は上記と同じ
・生徒が主体的に組織をつくり、役割を分担し、計画を立て、学校

生活の課題を見いだし解決するために話し合い、合意形成を図り

実践すること

・学校行事の特質に応じて、生徒会の組織を活用して、計画の一部

を担当 したり、運営に主体的に協力したりすること

・地域や社会の課題を見いだし、具体的な対策を考え、実践し、地

域や社会に参画できるようにすること

（例）

・学校生活における規律とよき文化、校風の発展に関わる活動

・環境の保全や美化のための活動

・生徒の教養や情操の向上のための活動

・よりよい人間関係を形成するための活動

『学校行事』

・文化的

・健康安全体育的

・勤労生産奉仕的

『学校行事』

・儀式的（卒業式）

・勤労生産奉仕的（ボランティア）

・旅行、集団宿泊的（修学旅行）

『学校行事』

・儀式的（入学式）

・文化的

・健康安全体育的

学級活動（１）

・理由を明確にして意見を言えるよ

うにしたり、異なる意見も受け入

れたりして、楽しい学級生活をつ

くるために合意形成を図ることが

できるようにする

『学級活動（２）』
・思春期の心と体の発達や性に関する情報等を正しく理解

し、自己の行動に責任をもち、悩みや不安に向き合う経

験や学びを人間としての成長につなげること

・節度ある生活、生涯にわたって心身の健康を保持増進す

るために自己の生活習慣を見直すこと

『学級活動（３）』
・現在の学習が将来の社会、職業生活の基盤になること

・これまでの活動をふり返りながら主体的に新たな学習に取り組むことができるようにな

ること


